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取扱説明書

このたびはシャワーベンチシリーズを
お求めいただきまして、まことにあり
がとうございます。
正しくお使いいただくため、ご使用前に
必ずお読みください。
なお、この取扱説明書（保証書）は
大切に保管してください。

最大使用者体重：100kg

保存版
（保証書付）
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必ず実行していただく「強制」内容を
説明しています。

してはいけない「禁止」内容を
説明しています。

誤った使いかたをすると「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」
内容を説明しています。警告

安全上のご注意
ここに示した注意事項は、製品を正しくお使いいただき、あなたや他人への危害を未然に防止
するためのものです。いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りください。
■お守りいただきたい内容の種類を、下の絵表示（図記号）で区分し、説明しています。（下記は絵表示の例です）

必ずお守りください

分解や改造をしないこと

本体を踏み台代わりにして、座面の上に
立ったりしないこと

●本製品を手すり代わりにして身体を
　支えたり、移動しないこと
●背もたれを支えにして、立ち座りしな
　いこと

上体を後方に大きくのけぞり、背もたれ
に体重をかけすぎないこと

人が座っている状態で、本体を持って移動
させたり、引きずったりしないこと

4本の脚部は全て同じ高さに設定すること
高さ調節用のプッシュボタンが確実に飛び
出して固定されているか必ず確認すること

本体が不安定となり、転倒
やけがの原因になります。

本体機能が正常にはたら
かず、けがの原因になり
ます。

本体が破損し、けがを
する恐れがあります。

転倒やけがの原因に
なります。

転倒やけがの原因に
なります。

転倒やけがの原因に
なります。

本体が破損したり、
転倒やけがの原因に
なります。

体重が 100kg を超える
方は使用しないこと

浴室内で使用するシャワーベンチ以外の
用途で使用しないこと

子どもを遊ばせたりしないこと

必ず堅く平坦で安定した場所で使用する
こと

やわらかいマットやすの
こ等の段差がある不安定
な場所で使用すると転倒
やけがの原因になります。

100kg
以上

90 0

ガタガタ
しないか
チェック

使用前にネジのゆるみなど、各部に異常
がないか点検し使用すること

本体が不安定となり、けが
の原因になります。

詳しくは…5 ページへ
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安全上のご注意

●お手入れ・保管時の注意●

注意 誤った使いかたをすると「傷害または財産への損害が発生する可能性が想定
される」内容を説明しています。

使 用 者 が 自 分 の 体 を
十分に安定させられな
い場合は、必ず介助者
が付き添うこと

サウナで使用しないこと お手入れの際は、タワシや磨き粉、研磨
剤入りのスポンジ等は使用しないこと
塩素系洗剤、酸・アルカリ性洗剤、シンナー、
クレゾール等は絶対に使用しないこと

塩ビ製フロアーマット（床）の上に長期間
放置しないこと

屋外に放置したり、直射日光に当てたり
しないこと

熱湯をかけたり、ストーブなどの火気に
近づけないこと

塩素系薬剤をかけての殺菌・消毒及び
温泉水や硫黄系の入浴剤をかけてのお手
入れは行わないこと

使用前、使用後は床やベンチについた
石鹸やシャンプーを洗い流すこと

ベンチを浴槽の中など水の中に沈めて
使用しないこと

脚ゴムが外れたまま使用しないこと

製品が劣化または破損し、けがの原因になり
ます。

パイプが腐食により破損し、けがの原因にな
ります。消毒はアルコールを使用してください。

火災や変形、変色の
原因になります。

劣化および変色の原因
になります。

フロアーマットや脚ゴムが劣化及び変色する
恐れがあります。

パイプが腐食により破
損したり、設置が不安
定となり、けがの原因
になります。

転倒やけがの原因になり
ます。また、床に傷が付
く原因になります。

足元や座面などがすべり
やすくなり、転倒やけがの
原因になります。

ガタガタ

外れて
いる

組み立ての際、固定用ネジ、座金は組み
たての手順に従い、正しくしっかりと
取り付けること

ネジがゆるみ、転倒やけがの原因となります。

ふらつきが
ある方など

詳しくは…４ページへ
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各部のなまえ

部　品　名
座面、背もたれ
脚・背もたれパイプ、短管
金属部品
脚ゴム

材　質
ポリエチレン
アルミニウム
ステンレス、黄銅
合成ゴム

サイズ
42 × 42 ×高さ 35 〜 45cm
42 × 49 ×高さ 65 〜 75cm
53 × 42 ×高さ 35 〜 45cm
53 × 49 ×高さ 65 〜 75cm

重量
1.9kg
2.7kg
2.0kg
2.8kg

座面までの高さ

33 〜 43cm

コンパクトタイプ

コンパクトタイプ

シャワーベンチ N
ワイドタイプ

ワイドタイプ背もたれ

背もたれパイプ

脚パイプ

短管

座面

プッシュボタン
脚ゴム

シャワー
ベンチ C

座面 背もたれ 脚パイプ①② 背もたれパイプ ネジセット

背付
シャワー
ベンチ C

シャワー
ベンチ N

背付
シャワー
ベンチ N

■部品一覧 … 組み立て前に同梱品をご確認ください。

■商品寸法図

ネジ（短）4 本

波形座金 9 枚

歯付座金 1 枚

ネジ（短）4 本

黒色ネジ（中）1 本 波形座金 5 枚

歯付座金 1 枚

黒色ネジ（中）1 本

シャワーベンチ C に同じ

背付シャワーベンチ C に同じ

背もたれ大

背もたれ小

■仕様

背付シャワーベンチ C サイズ（単位は cm） 背付シャワーベンチ N サイズ（単位は cm）

ネジ（長）4 本

背付シャワーベンチ N

シャワーベンチ C

背付シャワーベンチ C

おすまいの地域の分別ルールに従って廃棄してください。廃棄上のご注意
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2
1

②

黒色ネジ（中）

波形座金
歯付座金

①

後

組み立てかた

座面を裏返し、×状の溝に脚パイプを交差させセットします。
（座面の番号 1、2 と脚パイプの番号シール①、②を合わせて
ください。）
この交差部に、黒色ネジ (中 )［波形座金と歯付座金をセット］
を差し込んで仮止めします。

1.

背もたれが無いタイプの場合

脚パイプの残り 4 ヶ所のネジ穴に、ネジ (短 )
［波形座金をセット］を差し込んで脚パイプを仮
止めします。

背もたれに背もた
れ パ イ プ 2 本 を
セットし、ネジ（短）

［波形座金をセッ
ト］を差し込んで
仮止めします。

2. 2. 背もたれ付タイプの場合

1.で座面中央部を仮止めした脚パイプの 4
隅のネジ穴の上に背もたれパイプのネジ穴を
合わせ、ネジ ( 長 )［波形座金をセット］を
差し込んで仮止めし
ます。

（背もたれは、座面
裏側の 後 と書いて
いる側に取り付けて
ください。）

ネジ（短）

波形座金

ネジ（短）
波形座金

後

2
1

ネジ（長）

波形座金

座面に脚パイプ①②を取り付ける

3. 最後にすべてのネジをしっかり
しめ付けて、組み立て完了です。

※�ネジや座金の種類・組み立ての順番などを間違えないよう注意してください。組み立てる時は、すべて
のネジを仮止めした状態で製品を固定してから、最後に全てのネジをしっかりしめ付けてください。

組み立てる前に、柄が太く回しやすいプラスドライバー［柄の直径：30mm 程度、先端：JIS3 番］を用
意してください。また、ネジに差し込んだときにドライバー先端がガタつかないものを選んでください。
※電動ドライバーを使用する場合は、しめ付けトルクを 2.5N・m（25kgf・cm）に設定してください。
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組み立てかた

警
告

● 4 本の脚部は全て同じ高さに設定すること
●高さ調節用のプッシュボタンが確実に飛び出して固定されているか必ず

確認すること
本体が不安定となり、転倒やけがの原因になります。

調節は、脚部にあるプッシュボタンを押しながら短管を
上下に動かし、設定したい高さの穴に合わせてください。
プッシュボタンが短管の穴から確実に飛び出せばセット
完了です。

※高さ調節の目安（高さ表示番号と座面高さ）

高さ表示番号
座面高さ

1
33cm

2
35.5cm

3
38cm

4
40.5cm

5
43cm

1

2

3

4
5

カチッ

プッシュボタンがまっすぐ
しっかり出ていること

プッシュボタン

短管

プッシュボタンが
少しだけ出ている

プッシュボタンが
ななめに出ている

正

誤 誤

高さの設定などは、お買い上げの
販売店やケアマネジャーなど専門家
に相談することをおすすめします。

座面の高さ調節

座面の高さは使用される方の体格や状況に合わせて調節
できます。
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使いかた

すべてのネジがゆるんでいないか、必ず点検してください。

ご使用の前に （点検）

“ゆるみ”がないか
製品をゆらして確認。１ ゆるんでいたネジをしめなおしてください。２

ガタガタ
しないか
チェック

後

2
1

C／N背付C／背付N

①
⑤

③
②

⑥

④

①
⑤

③

⑨

⑦

②

④

⑧

警
告

背もたれに体重を
かけすぎないこと

下記の使いかたをすると、転倒やけがの原因
になります。

背もたれを支えに
しないこと

人が座っている状態
で、本体を引きずら
ないこと

使いかた
座面の中央に座ってください。

使用者の身体状況（座位
保持や立ち座りが不安定）
などによっては介助者が
付き添ってください。

石鹸などがついて
いないことを確認
してください。

以上の対応でガタつきが直らない場合はただちに使用を止め、お買い上げの販売店や弊社「お客様相談室」
までご相談ください。（お客様相談室番号：0120-86-7735）

座面左右に付いているシャワーフックは、シャワーヘッドを仮置きでき
るものです。両手を使って身体を洗う時に便利です。

注
意

シャワーの湯温を確認してから、シャワーフックを使用すること
やけどをする恐れがあります。

シャワーフックの使用方法
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お手入れの方法

● 中性洗剤のうすめ液をスポンジかやわらかい布にふくませ、
汚れを取ったあと、きれいな水で洗剤を洗い流し、かげ干しか、
乾いた布で空ぶきしてください。

●消毒を行う場合はアルコールを使用してください。

注
意

● タワシや磨き粉、研磨剤入りのスポンジ等は使用しないこと
● 塩素系洗剤、酸・アルカリ性洗剤、シンナー、クレゾール等は

絶対に使用しないこと
製品が劣化または破損し、けがの原因になります。

脚ゴムは消耗品ですので、汚れたり、破損した場合はお買い求め
になった販売店にお問い合わせの上、ご購入ください。

剤
洗
性
中

長期間使用していると、高さ調節用のプッシュボタンのまわ
りに石鹸などが付着し動かなくなることがありますので、定
期的に汚れを落とし、プッシュボタンが作動するか確認して
ください。
短管を外したり、スライドさせたりしながら行うとより効果
的です。

1

2

3

4
5

交換部品

脚ゴム

●スライド脚のお手入れ

本体の洗浄方法
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保証とアフターサービス よくお読みください

商品のご購入に関するお問い合わせ、ご相談は…お買い求めの販売店へ
商品の仕様等に関するお問い合わせ、ご相談は…下記お客様相談室へ

その他、

●保証期間中は

アロン化成株式会社 （受付時間）祝祭日以外の

（12:00～13:00 は除く）
月～金 9:00～17:00お客様相談室 ０１２０－８６－７７３５

フリーダイヤル

万一故障したり、また異常を感じた場合は、ご自分で修理、改造な
どを絶対にしないで、お買い上げの販売店にご相談ください。

保証書の規定に従って修理させていただきま
すので、製品に保証書（取扱説明書）を添えて、
お買い上げの販売店にご依頼ください。

●保証期間を過ぎているときは
修理すれば使用できる製品については、ご希望
により有料で修理させていただきます。

●修理料金の仕組み
修理料金は、技術料・部品代などで構成され
ています。

不具合が発生したとき

技術料 は、 診断・故障箇所の修理および部
品交換・調整・修理完了時の点検などの作
業にかかる費用です。
部品代 は、修理に使用した部品および補助
材料代です。
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メモ
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メモ



見本
この保証書はご使用できません


